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前
稿
で
は
、
『顕
昭
古
今
集
注
』

注
釈
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

　
ユ

　

た
。
同
書
巻

二
十
奥
書
、

文
治
元
年
十
二
月
十
七
日
、
古

今

一
部
依
梁
園
教
命
勘
注
了
。
大
略
釈
奥

義
外
歌
。
先
是
宰
相
入
道
被
注

献
。
賜
件
本
加
披
閲
糺
邪
正
。
仍
多
引
載

彼
抄
而
已
。
重
賜
全
部
差
声
。

顕
昭

と

い
う

一
節
か
ら
、
顕
昭
注
釈
は
、
教
長
の
注
釈

へ
の
批
判
と
六
条
家
歌
学
の

継
承
と
い
う
、
ふ
た

つ
の
執
筆
方
針
を
持
ち
、
そ
れ
が
は
じ
め
か
ら
注
釈
の
性

格
を
規
制
す
る
も

の
と
し
て
注
釈

の
前
提
に
あ

っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら

に
、
顕
昭
は
寿
永
二
年
前
後

の
仁
和
寺
移
住
を
契
機
に
注
釈
学
を
進
展
、
深
化

さ
せ
て
い
る
こ
と
を
本
草
を
引
く
注
釈
を
例
に
し
て
論
じ
、
そ
の
意
味
で
顕
昭

歌
学
は
仁
和
寺
と

い
う
場
の
産
物
と

い
え
る
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
み
た

の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
顕
昭
古
今
集
注
釈
に
対
し
ふ
た
つ
の
執
筆
方
針
が
注
釈
内
容
を

ど
の
よ
う
に
規
制
し
て
い
る
か
の
確

認
を
起
点
と
し
て
、
そ
の
方
法
と
特
質
を

明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た

い
。
さ
ら
に
、
顕
昭
注
釈

の
和
歌
史
的
な
意
義
に
も
ふ

れ
て
み
た

い
。

五

『顕
昭
古
今
集
注
』
の
基
本

紙

宏

行

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
顕
昭
は
、
教
長

の
古
今
集
注
釈
を

「賜
」
り

「披
閲
」

し

「邪
正
」
を

「糺
」
す
と

い
う
方
針
の
も
と
書
き
始
め
た
。
顕
昭
注
釈
に
お

け
る
教
長
注
釈

に
対
す
る
態
度

に
つ
い
て
は
、
「徹
底
的
に
批
難
し
て
い
る
」

　　
　

(片
桐
洋

一
氏
)
と
捉
え
る
評
価
が
支
配
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し
、

　
ヨ
　

「
む
し
ろ
肯
定
的
で
す
ら
あ

る
」

(西
村
洋
子
氏
)
と

い
う
見
方
も
あ

っ
て
、

そ
の
評
価
は
論
者
に
よ

っ
て
必
ず
し
も

一
定
し
て
は
い
な

い
。
「徹
底
的
に
批

難
」
と

い
う
評
価
に
つ
い
て
は
、
教
長
注
釈
を
批
判
す
る
時
の
口
吻
か
ら
は
も

っ
と
も
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
後
者

の

「肯
定
的
」
と

い
う
評
価
は
、

ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
注
釈
の
教
長
注
釈
に
対
す
る
肯
定

・
否
定
を
検
討
し
計
数
し

て
の
結
論
で
あ
り
、
意
義
深
く
説
得
力
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
評
価
が
分
れ
て
い
る
の
は
、
論
者
の
視
点
や
評
価
基
準
の
相

違
も
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
、
教
長

・
顕
昭
の
注
釈
そ
の
も

の
の
視
点
や
方
法
の

違

い
に
基
づ
く
の
で
は
な

い
か
。
『
顕
注
密
勘
』
に
お
い
て
も
、
顕
昭
と
定
家

の
注
釈
態
度
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
教
長
と
顕
昭
と

の
相
違
に
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
研
究
史
を
ふ
ま
え
て
の
実
証
的
、
相

対
的
、
禁
欲
的
な
性
格
を
共
通
し
て
持
つ
現
代
の
注
釈
を
批
評
す
る
の
と
同
様

の
基
準
を
、
教
長

・
顕
昭
ら
の
注
釈
に
適
用
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
の
で
あ
ろ

・つ
。以
上
の
よ
う
な
評
価
が
、
端
的
に
い
っ
て
研
究
史
的
現
状
で
は
あ
る
。
こ
こ

で
改
め
て
出
発
点

に
戻

っ
て
、
顕
昭
が
、
教
長
注
釈
を

「披
閲
」
し

「邪
正
」

(1)
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を

「糺
」
し
て
い
っ
た
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
、
次

の
例
か
ら
検
討
し
て
み
た

い

。

題

不

知

読

人

不

知

ヒ

グ

ラ

シ

ノ

ナ

キ

ツ

ル
ナ

ベ

ニ

ヒ

バ

ク

レ

ヌ
ト

ミ

シ

ハ
ヤ

マ

ノ

カ

ゲ

ニ

ゾ

ア

リ

ケ

ル

(
二

〇

四

)

ナ

キ

ツ
ル

ナ

ベ

ニ
ト

イ

フ

ハ
、

ナ

キ

ツ

ル

ポ

ド

・
イ

フ
ナ

リ

。

ヒ
グ

ラ

シ

　マ
マ
　

ト

ハ
、
ム
シ
ノ
サ

・
リ
。

コ
レ
ガ
ナ
ク
ニ
、
ヒ
ノ
ク
レ
ヌ
ト
ミ
ツ
レ
ド
、

ヤ

マ
ノ
カ
ゲ
ナ
リ
ケ
リ
、
ト

ヨ
メ
ル
ナ
リ
。

(『教
長
古
今
集
註
』
)

題
不
知

読
人
不
知

ヒ
グ
ラ
シ
ノ
ナ
キ
ツ
ル
ナ
ベ

ニ
ヒ
バ
ク
レ
ヌ
ト
ミ
ツ
レ
バ
山
ノ
カ
ゲ

ニ
ゾ

ア
リ
ケ
ル

(二
〇
四
)

教
長
卿
云
、
ヒ
グ
ラ
シ
ト

ハ
虫
ノ
名
ナ
リ
。
顕
昭
云
、
ヒ
グ
ラ
シ
ハ
チ

ヒ
サ
キ
蝉
也
。
弟
蜩
ト
カ
ケ
リ
。

ユ
フ
ツ
カ
タ
ナ
ク
ナ
リ
。
截
虫

〔カ

キ
ナ
セ
リ
〕
ト
モ
カ
ケ
リ
。
ナ
キ
ツ
ル
ナ
ベ
ニ
ト
ハ
、
教
長
卿
云
、
ナ

キ
ツ
ル
ポ
ド

・
云
也
。

コ
レ
ガ
ナ
ク
ニ
日
ノ
ク
レ
ヌ
ト
ミ
ツ
レ
ド
、
山

ノ
カ
ゲ
ナ
リ
ケ
リ
ト
読
也
。

清
輔
云
、
ナ
ベ
ニ
ト

バ
カ

ラ
ニ
ト
云
也
。
又
此
歌
在
猿
丸
集
。
詞
云
、

モ
ノ
ヘ
イ
キ
ケ
ル
ミ
チ
ニ
、
ヒ
グ
ラ
シ
ノ
ナ
キ
ケ
ル
ヲ
キ

・
テ
ト
ア
リ
。

(『顕
昭
古
今
集
注
』
)

教
長

・
顕
昭
両
者
の
注
釈
を
並

べ
て
み
た
。
教
長
注
釈
は
、
冒
頭

「
ナ
キ
ツ

ル
ナ
ベ
ニ
ト
イ
フ
ハ
」
と

「ナ
キ

ツ
ル
ナ
ベ
ニ
」

の
語
釈
か
ら
始
め
、
続
け
て

和
歌

一
首

の
解
釈
に
移
り

「～
ト

ヨ
メ
ル
ナ
リ
」
と
解
釈
の
モ
デ
ル
に
よ

っ
て

結
ぶ

(こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
)
。
語
釈
か
ら
始
め
そ
れ
を
ふ
ま
え
て

一
首
解

釈
に
及
ん
で
い
て
、
注
釈
の
論
述
展
開
の
順
序
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
顕
昭
は
、
最
初
に

「教
長
卿
云
、
ヒ
グ
ラ
シ
ト

ハ
虫
ノ
名
ナ
リ
」
と

引
用
し
て

「ヒ
グ
ラ
シ
」
の
語
釈
か
ら
か
か
る
。
さ
ら
に

「
ナ
キ
ツ
ル
ナ
ベ
ニ

ト
ハ
、
教
長
卿
云
、
ナ
キ
ツ
ル
ホ
ド

・
云
也
」
と
や
は
り
教
長
注
釈
を
引
用
し

て

「ナ
キ

ツ
ル
ナ
ベ
ニ
」
の
語
釈
を
続
け
る
。
そ
し
て
次
に

「教
長
卿
云
～
ト

読
也
」
と
教
長

の

一
首
解
釈
を
引
用
す
る
。
し
か
し
、
引
用
す
る
だ
け
で
こ
れ

に
は
ふ
れ
ず
、
ふ
た
た
び

「
ナ
ベ
ニ
」

の
語
釈
に
戻
り
、
同
語
釈

の
清
輔
の
説

を
引
く
。
最
後
は

「猿
丸
集
」

の
引
用
で
あ
る
。

教
長
注
釈
は
、
語
釈
を
積
み
上
げ
て

一
首
解
釈
に
至
る
論
述
展
開
で
、
歌
の

一
首
解
釈
を
目
的
と
し
て
、
そ
こ
に
収
斂
し
て
い
く
よ
う
な
注
釈
に
な

っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
顕
昭
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
語
釈
に
終
始
し
て
い
る
。
語

釈
に
関
心
が
集
中
、

一
首
の
解
釈
に
は
関
心
が
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

注
釈
に
関
す
る
限
り
、
両
者
の
注
釈
の
視
点
や
方
法
は
切
り
結
ん
で
い
な
い
よ

う
に
思
え
る
。

し
か
し
、
顕
昭
は
、
「
ナ
キ
ツ
ル
ホ
ド

・
云
也
。

コ
レ
ガ
ナ
ク
ニ
日
ノ
ク
レ

ヌ
ト
ミ
ツ
レ
ド
、
山
ノ
カ
ゲ
ナ
リ
ケ
リ
ト
読
也
」
と
教
長
注
釈
を
引
用
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
首
解
釈
に
関
心
が
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
。
教
長
注
釈

は
、
表
層
的
で
逐
語
訳
に
近
く
、
そ
の
意
味
で
は
逆
に
疑
問
を
さ
し
は
さ
む
余

地
が
な

い
の
で
あ

っ
て
、

一
言
も
ふ
れ
て
い
な

い
の
は
、
す
な
わ
ち
教
長
注
釈

を
肯
定
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
。
「他

の
誤
ち
を
発
見
す
れ
ば

へ

一
々
あ
げ

つ
ら
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
顕
昭
の
批
判
癖
」

(西
村
加
代
子
氏
、

　　
　

傍
点
原
)
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
顕
昭
は
何
か
気

の
付
く
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

必
ず
批
判
を
加
え
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

教
長
の
注
釈
方
法
に
つ
い
て
は
、
私
は
次
の
よ
う

に
論
じ
て
み
た
こ
と
が
あ

　ら
　

る
。
す
な
わ
ち
、
「～
ノ
ヤ
ウ
ニ

(
ニ
ョ
セ
テ
)
～
ト
ヨ
メ
リ
」
と

い
う
単
純

な
モ
デ
ル
を
基
本
と
し
、
歌
に
そ
れ
を
あ
て
は
め
て
作
者
の
心
情
が
歌
に
表
現

さ
れ
て
ゆ
く
心
的
過
程

(表
現
方
法
)
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
当
時
の

一
般
的
な
和
歌

一
首
解
釈
の
方
法
で
も
あ

っ
て
、
清
輔
や
顕

(2)
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昭
も
用
い
て
い
た
。
教
長
は
、
そ

の
モ
デ
ル
を
と
も
か
く
も

『古
今
集
』
歌
の

多
く

(現
存
し
な

い
が
、
お
そ
ら
く

す
べ
て
)
に
適
用
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

「
～
ノ
ヤ
ウ
ニ

(
ニ
ョ
セ
テ
)
～
ト
ヨ
メ
リ
」
と
い
う
解
釈

モ
デ
ル
は
、
歌

の
こ
と
ば
を
そ

っ
く
り
代
入
し
て
散
文
化
す
る
よ
う

に
し
て
適
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
、
多
く
の
場
合
、
疑
問
を

さ
し
は
さ
む
余
地
は
な

い
よ
う
な
逐
語
訳
的

な
表
層

の
解
釈
に
な
る
。
右
の
例

の
よ
う

に
顕
昭
は
何
ら
言
及
で
き
な

い
場
合

が
多

い
。
そ
の
時
に
は
、
「
邪
正
」
を

「糺
」
す

こ
と
が
十
分
に
で
き
な

い
、

自
身
の
学
識
を
披
瀝
す
る
余
地
が
な

い
の
で
あ
る
。
顕
昭
が
教
長
注
釈
に
対
し

「肯
定
的
で
す
ら
あ
る
」
と
い
う
評
価
は
、
こ
の
よ
う
な
注
釈
を
さ
し
て
の
謂

い
で
あ
ろ
う
。

顕
昭
は
自
身
で
も
こ
の
モ
デ
ル
を
適
用
し
て
い
る
が
そ
の
例
を
確
認
し
て
お

く
。
た
と
え
ば
、

題
不
知

読
人
不
知

ホ
ト

・
ギ
ス
ナ
ガ
ナ
ク
サ
ト
ノ
ア
マ
タ
ア
レ
バ
ナ
ホ
ウ
ト

マ
レ
ヌ
オ
モ
フ

モ
ノ
カ
ラ

(
一
四
七
)

ナ
ガ
ナ
ク
ト
ハ
、
ナ
レ
ガ
ナ
ク
ト
云
也
。
万
葉

ニ
ハ
汝
ト
カ
キ
テ
ナ
ガ

ト
ヨ
メ
リ
。
歌
ノ
コ

・
ロ
バ
、
ホ
ト

・
ギ
ス
ノ
ア
マ
タ
ノ
サ
ト

ニ
ナ
ク

ヲ
、

ソ
ネ

ミ
ウ
ラ
ミ
タ
ル

コ
・
ロ
ニ
テ
、
ウ
ト
ム
ト

ハ
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。

良
暹
歌
云
、

.ヤ
ド
チ
カ
ウ
シ
バ
シ
ナ
ガ
ナ
ケ
ホ
ト

・
ギ
ス
ケ
フ
ノ
ア
ヤ
メ
ノ
ネ

ニ
モ
ク
ラ
ベ
ム

俊
綱
朝
臣
之
許

ニ
テ
、
五
月
五
日
詠
郭
公
歌
也
。
懐
円
嘲
哢
云
、
ホ

ト

・
ト
鳴
始
テ
、
ギ
ス
ト

ナ
ガ
ム
ル

ニ
ヤ
ト
云
々
。
不
知
古
語
存
長
鳴

之
由
歟
。
万
葉
歌
云
、

ア
シ
ビ
キ
ノ
ヤ
マ
ホ
ト

・
ギ
ス
汝
鳴
バ
イ
ヘ
ニ
ア
ル
イ
モ
ツ
ネ

ニ

オ
モ
ホ

ユ

と

い
う

注

釈

例

で

は

、

「
ナ

ガ

ナ

ク

ト

ハ
」

と

語

釈

を

施

し

た

後

に

、

そ

れ

を

ふ
ま

え

、

「
歌

ノ

コ

・
ロ

バ
、

ホ

ト

・
ギ

ス

ノ

ア

マ
タ

ノ

サ

ト

ニ
ナ

ク

ヲ
、

ソ

ネ

丶、丶
ウ

ラ

ミ

タ

ル

コ

・
ロ

ニ
テ
、

ウ

ト

ム
ト

ハ

ヨ

メ

ル

ナ

リ
」

と

、

一
首

解

釈

を

提

示

し

て

い
る

。

「
ホ

ト

・
ギ

ス

ノ

ア

マ
タ

ノ
サ

ト

ニ
ナ

ク

」

が

「
ソ
ネ

ミ

ウ

ラ

ミ

タ

ル

コ

・
ロ
」

を

意

味

し

て

い
る

こ
と

に
も

ふ

れ

、

比

喩

の
構

造

を

明

ら

か

に

す

る

の

も

忘

れ

な

い
。

「
～

ノ

ヤ

ウ

ニ

(
ご

ヨ

セ

テ

)

～

ト

ヨ

メ

リ

」

の
解

釈

モ

デ

ル

は

、

一
首

解

釈

の
基

本

モ

デ

ル
と

し

て

通

用

し

て

い
る

。

も

ち

ろ

ん

、

教

長

の

一
首

解

釈

に
疑

義

が

あ

れ

ば

、

鋭

く

批

判

す

る

。

ア
ヅ

サ

ユ
ミ

ヒ
キ

ノ

・
ツ

"

ラ

ス

ヱ

ツ

ヒ

ニ
ワ

ガ

オ

モ

フ

ヒ

ト

ニ

コ
ト

ノ

シ

ゲ

・
ム

(
七

〇

二
)

教

長

卿

云

宀

ツ

ラ

・
ト

バ
カ

ヅ

ラ

ナ

ド

ヲ
イ

フ
ナ

ル

ベ

シ
。

コ
レ

ガ

ヤ

ウ

ニ
、
コ
ト

ノ

シ

ゲ

ク

テ

オ

モ

フ

ヒ
ト

ニ

モ

エ

ツ
ネ

ニ
ァ

ハ
ズ

ト

ナ

リ

。

顕

昭

云

、
彼

卿

注

ス

ル
本

ニ

ハ
、

ツ
ラ

・
ト

書

歟

。

証

本

ミ

ナ

ツ

"

ラ

ナ

リ

。

黒

葛

ト

カ

ク

ベ

シ

。

カ

ヅ

ラ

ナ

ド

ヲ
イ

フ
ナ

ル

ベ

シ

ト

、

ウ

チ

オ

モ

フ

ベ

キ

ニ

ア

ラ
ズ

。

又

此

歌

ノ

コ

・
ロ

バ
、

ツ

"

ラ

バ
別

々

ニ
オ

ヒ

タ

レ

ド

、

ス

ヱ

ハ
ヒ

ト

ツ

ニ

マ
キ

ア

ヒ

タ

レ

バ

、

ソ

レ
ガ

ヤ

ウ

ニ
、

ツ

ヒ

ニ
オ

モ

フ
ヒ

ト

・
ヒ

ト

ツ

ニ
ナ

リ

テ

、

イ

ヒ

カ

ハ

ス

コ
ト

モ

シ

ゲ

カ

ラ

ム
ト

、

ネ

ガ

ヘ
ル

コ

・
ロ
ト

モ

キ

コ

エ
タ

リ

。

万
葉

云

、

タ

マ

ノ

ヲ

ノ

ク

・
リ

ョ

セ

ツ

・
ス

ヱ

ツ

ヒ

ニ

ユ
キ

ハ

ワ

カ

レ

デ

オ

ナ

ジ

ヲ

ニ
ア

ラ

ム

此

心

ナ

リ

。

但

返

歌

二
、

コ
ト

シ

ゲ

ク

ト

モ

タ

エ
ム

ト

オ

モ

フ

ナ

ト

ア

ル

ゾ

、

人

ゴ

ト

シ

ゲ

ク

テ

ア

ハ

ヌ
心

歟

ト

キ

コ

ユ

ル
。

ツ

ヒ

ニ
ア

ハ
ズ

ヤ

ア

ラ

ム

ト

イ

フ

コ

・
ロ
ト

モ
イ

ヒ

ツ

ベ

シ
。

教

長

注

釈

は

例

に
よ

っ
て

「
～

ノ

ヤ

ウ

ニ

(
ニ
ヨ

セ

テ

)

～

ト

ヨ

メ
リ

」

の

・
モ

デ

ル

を

あ

て

は

め

た

も

の

で

、

「
オ

モ

フ

ヒ

ト

ニ

モ

エ

ツ
ネ

ニ

ア

ハ
ズ

ト

ナ

リ

」

と

い
う

解

釈

で

あ

る

。

そ

れ

に

対

し

て

顕

昭

は

「
彼

卿

注

ス

ル

本

」

と

(3)
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「証
本
」
と

の
本
文
異
同
を
指
摘
し
、
自
ら
の

「証
本
」

の
優
位
性
を
主
張
し

つ
つ
、

一
首
解
釈
に
は

「ネ
ガ

ヘ
ル
コ
・
ロ
ト
モ
キ
コ
エ
タ
リ
」
と
や
や
遠
慮

し
な
が
ら
も
教
長
の
説
を
否
定
し

て
い
る
。
少
し
で
も
疑
問
を
感
じ
る
と
こ
ろ

は
、
当
然
の
こ
と
批
判
を
加
え
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
右
に
あ
げ
た

一
四
七
番
歌
注
、
七
〇
二
番
歌
注
と

も
、
語
釈
あ
る
い
は
本
文
異
同
の
指
摘
の
後
、
「歌
ノ
コ

・
ロ
バ
」
と

い
う
標

目
を
冒
頭
に
置
い
て

一
首
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
顕
昭
注
釈
も

「歌
ノ
コ

・
ロ
」
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
主
眼
と
し
た
注
釈
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

顕
昭
の
古
今
集
注
釈
も
ま
た
、

「歌
ノ
コ

・
ロ
」
を
明
ら
か
に
す
る

一
首
解

釈
が
顕
昭
の
古
今
集
注
釈
の
主
眼

で
あ
る
と

い
う

の
は
、
『
顕
昭
古
今
集
注
』

が
難
義
語
注
釈
の
集
成
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
『古
今
集
』
歌
の
注
釈

で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
冒
頭
で
確
認
し
た
よ
う

に
、
顕
昭
の
古
今
集
注
釈
の
執

筆
方
針
の
ひ
と

つ
め
は
、
教
長
注
釈

へ
の
批
判
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
教
長
注

釈
が
単
純
、
表
層
的
な

一
首
解
釈

で
あ
る
限
り
、
批
判
を
加
え
る
余
地
は
少
な

く
、
「肯
定
的
」

に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
『古
今
集
』
歌
の

「歌
ノ
コ

・
ロ
」

を
明
ら
か
に
す
る
注
釈
で
あ
る
と

い
う
規
定
に
規
制
さ
れ
た
結
果
と

い
え
る
の

で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
教
長
注
釈

へ
の
批
判
に
徹
す
る
限
り
、
顕
昭
注
釈
も

『古
今
集
』
歌

の
解
釈
に
と
ど
ま
り

、
学
識
を
披
瀝
す
る
余
地
が
乏
し
く
な

っ

て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
後
に
述
べ
る
よ
う
な
和
歌
史
的
意
義

も
も
た
ら
し
は
し
た

の
で
あ
る
。

六

『顕
昭
古
今
集
注
』
の
難
義
語
注
釈
の
位
相

た
だ
し
、
顕
昭
歌
学

の
本
領
と

さ
れ
て
い
る
難
義
語
注
釈
は
、
古
今
集
注
釈

に
お
い
て
も
十
分
に
展
開
さ
れ
た
。

ヤ

マ
シ

ロ

ノ

ヨ

ド

ノ

ワ
カ

ゴ

モ

カ

リ

ニ
ダ

ニ

コ

ヌ

ヒ
ト

タ

ノ

ム

ワ

レ
ゾ

バ
カ

ナ

キ

(七

五
九

)

ヤ

マ
シ

ロ

ノ

ヨ
ド

ノ

ト

イ

フ

ハ
、

イ

マ

モ

ハ

ベ

ル

ミ

ツ

ノ

ミ

マ
キ

ナ

リ

。

サ

レ

バ

、

サ

ガ

ミ

ガ

ウ

タ

ニ
モ

、

ミ

ヅ

ノ

ミ

マ
キ

ノ

、

マ

コ
モ

グ

サ

、

ト

ヨ

メ

リ

。

ソ

レ

ヲ
、

カ

リ

ニ
ダ

ニ
ト

、

ア

カ

ラ

サ

マ
ナ

ル

ニ

ョ
セ

テ
、

コ

ヌ

ヒ
ト

ヲ

、

マ

ツ

バ
カ

ナ

シ
、

ト

ヨ

メ

ル
ナ

リ

。

(
『
教

長

古

今

集

註

』
)

ヤ

マ
シ

ロ
ノ

ヨ
ド

ノ

ワ
カ

ゴ

モ

カ

リ

ニ
ダ

ニ

コ

ヌ

ヒ
ト

タ

ノ

ム

ワ
レ

ゾ

バ

カ

ナ

キ

(
七

五

九

)

教

長

卿

云

、

ヤ

マ
シ

ロ

ノ

ヨ

ド

ノ

ト

ハ
、

イ

マ

モ

ハ

ベ

ル

ミ

ツ
ノ

ミ

マ

キ

ナ

リ

。

サ

レ

バ
相

模

ガ

歌

ニ
モ

、

ミ

ッ

ノ

ミ

マ
キ

ノ

マ

コ
モ

グ

サ

ト

ヨ

メ

リ

。

今

案

二
、

ヨ
ド

ガ

ハ
ヨ

リ

北

ヲ

バ
淀

ト

イ

ヒ
、

南

ヲ
バ

ミ

ツ

ト

云

也

。

ヨ

ド

ノ

ワ
タ

リ

ノ

ホ

ド

ハ
、

河

ハ
西

ヘ
ナ

ガ

レ

タ

ル

ナ

リ

。

ミ

ツ

ノ

ニ

モ
、

ヨ

ド

ノ

ニ

モ
、

マ

コ

モ
、

ア

ヤ

メ

ヲ

バ
、

ト

モ

ニ

ョ

メ

リ

。

河

ヲ

コ

ソ

ヘ
ダ

テ

タ

レ
ド

モ

、

同

渡

ナ

レ

バ

、

イ

ヅ

レ

モ

ト

ホ

カ

ラ
ズ

。

サ

レ

ド

ヨ
ド

ノ

ハ
、

ミ

ツ
ノ

ミ

マ
キ

ナ

リ

ト

ア

レ

バ

、

ク

ハ
シ

ク

申

シ

ワ

ケ

注

申

也

。

(
『
顕

昭
古

今

集

注

』
)

教

長

の
注

釈

は

、

こ

れ

も

「
ヤ

マ
シ

ロ

ノ

ヨ

ド

ノ

」

の

語

釈

か

ら

始

め

て

「
～

ノ

ヤ

ウ

ニ

(
ニ

ョ
セ

テ

)

～

ト

ヨ

メ

リ

」

と

モ

デ

ル
を

用

い
た

一
首

解

釈

で
あ

る

。

し

か

し

、

顕

昭

は

こ

の

一
首

解

釈

を

引

用

し

て

い
な

い
。

冒

頭

に

引

い
た

奥

書

に

「
仍

多

引

載

彼

抄

而

已

」

と

あ

る

よ

う

に

、

「
邪

正

」

を

「
糺

」

す

べ

き

こ

と

が

あ

れ

ば

、

「
彼

抄

」

を

「
引

載

」

せ

た

う

え

で
、

批

正

を

加

え

る

は
ず

で

あ

る
。

引

用

も

せ

ず

言

及

も

し

て

い
な

い
と

い
う

こ

と

は

、
疑

義

は

な

か

っ
た

と

い
う

こ

と

に
な

る

。

こ

こ

で
も

注

釈

の
基

本

部

分

に

は
付

言

す

る

余

地

は

な

か

っ
た

。

そ

こ

で

顕

昭

は

、

教

長

注

釈

の

「
ヤ

マ
シ

ロ
ノ

ヨ
ド

ノ
」

を

「
ミ

ツ
ノ

ミ

マ

キ

」

と

同

一
視

す

る

語

釈

に
対

し

て

疑

義

を

発

す

る

と

こ

ろ

か

ら

注

釈

を

展

開

(4)
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し
、
「
ヨ
ド
ガ

ハ
ヨ
リ
北
ヲ
バ
淀
ト
イ
ヒ
、
南
ヲ
バ
ミ
ツ
ト
云
也
」
と
教
長
の

所
説
を
訂
正
し
よ
う
と
す
る
。
顕
昭
の
考
証
は
生
き
生
き
と
展
開
し
始
め
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
微
細
な
相
違
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
神
経
質
な
印
象
を
与

え
そ
う
だ
と
思

っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
、
「
ク

ハ
シ
ク
申
シ
ワ
ケ
注
申
也
」
と

言

い
訳
が
ま
し
い
こ
と
ば
を
付
け

加
え
て
注
釈
を
終
え
て
い
る
。
「
邪
正
」
を

「
糺
」
す

べ
き
方
針
で
執
筆
を
始
め

た
注
釈
な
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
え

て
細
か

い
考
証
を
加
え
た
と

い
う

こ
と
で
あ

ろ
う
か
。

言

い
訳
か
ど
う
か
は
と
も
か
く

と
し
て
、
「歌
ノ

コ
・
ロ
」
を
明
ら
か
に
す

る

一
首
解
釈
を
基
本
と
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
「
ク
ハ
シ
ク
申
シ
ワ
ケ
注
申
也
」

と
い
う
衒
い
を
付
言
せ
ざ
る
を
え

な
か

っ
た
語
釈

(難
義
語
注
釈
)
部
分
は
、

付
加
的
派
生
部
分
と

い
う
位
置
づ
け

に
な
ろ
う
か
。
難
義
注
集
成

で
は
な
く
古

今
集
注
釈

で
あ
る
以
上
、

一
首
解
釈
が
基
本
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ

っ
て
、

語
釈
が
付
加
的
な
位
置
に
な
る
の
も

し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
付
加
的

で
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
意
味
が
う
す
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
顕
昭
の
本
領
は
、

む
し
ろ
そ
の
付
加
的
、
派
生
的
に
展
開
し
た
、
博
引
旁
証
と
執
拗
な
論
理
展
開

の
難
義
語
注
釈
に
あ
る
。

難
義
語
注
釈
か
ら
さ
ら
に
展
開
し

て
い
っ
た
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
も

あ
る
。(詞
書
省
略
)

業
平
朝
臣

ツ
キ
ヤ
ア
ラ
ヌ
ハ
ル
ヤ
ム
カ
シ

ノ
ハ
ル
ナ
ラ
ヌ
ワ
ガ
ミ
ヒ
ト

ツ
ハ
モ
ト
ノ

ミ
ニ
シ
テ

(七
四
七
)

コ
レ
ハ
コ
ノ
ト

コ
ロ
ニ
テ
、

コ
ゾ

ア
ヒ
シ
ヒ
ト
ノ

コ
・
ニ
モ
ナ
ク
テ
、

コ
ヨ
ヒ
エ
ア
ハ
ヌ
コ
ト
ヲ
オ
モ
ヒ
テ
、
月
モ
ア
ラ
ヌ
月

ニ
テ
ア
ル
カ
、

又
春
モ
ム
カ
シ
ノ
ハ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
カ
、
ワ
ガ
ミ
ヒ
ト
ツ
バ
カ
リ
ハ
モ

ト
ノ
ミ
ニ
テ
ア
レ
ド
、
ア
ヒ
シ
ヒ
ト
モ
ナ
キ

ハ
ト
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。
(中

略
)
顕
輔
卿
語
云
、
顕
季
卿
ノ
許

ニ
テ
和
歌
会
ノ
ツ
イ
デ

ニ
、
俊
頼
朝

臣

云

、

業

平

中

将

ノ
秀

歌

ト

オ

ボ

シ

キ

ハ
イ

ヅ

レ

ゾ

。

世

中

ニ
タ

エ

テ

サ

ク

ラ

ノ

サ

カ

ザ

ラ

バ

ト

云

歌

許

歟

。

此

程

ノ

歌

ハ

コ
ノ

オ

ハ

ス

ル

人

々

ミ

ナ
読

給

ラ

ム

モ

ノ

ヲ
ト

申

侍

シ

カ

バ
、

顕

季

卿

驚

テ
、

コ

ハ
イ

カ

ニ
カ

・
ル
事

ヲ

バ

ノ
給

フ
ゾ

。

ヨ

モ

コ

ノ
人

々

ヨ

マ
レ

ナ

ム
ト

ハ
オ

・

ボ

サ

ジ

。

我

ハ
五

郎

中

将

ヲ

オ

モ

ヒ

カ

ケ

マ
ウ

シ
給

ヘ
ル

ガ

ト

申

ケ

レ

バ

、

俊

頼

ハ
イ

カ

デ

ヨ

ミ
侍

ラ

ム
ゾ

。

コ
ノ

人

々

ハ

一
定

ヨ
ミ

給

ラ

ム

ト

、

マ
メ

ヤ

カ

ゲ

ニ
申

ツ

ヨ

リ

シ

カ

バ
、

顕

季

卿

ハ
別

事

ナ

リ

ケ

リ

。

物

申

サ

ジ

。

此

定

ニ
オ

ボ

ス

ニ

テ

ハ
、

ヨ

モ

此

道

二
冥

加

オ

ハ
セ

ジ

。

希

有

事

承

ヌ

ル

モ

ノ

カ

ナ
ト

申

ケ

レ

バ
、

俊

頼

ア

シ

ゲ

ニ
思

テ

コ

ソ
侍

シ

カ

ト

ゾ

語

侍

シ

。

今

案

二
、

俊

頼

ガ

歌

ハ
、

キ

ハ
メ

タ

ル

ク

チ

ギ

・
ニ
テ

、

ワ

リ

ナ

ク

オ

モ

シ

ロ
ク

ハ

ヨ

ミ

タ

レ

ド

、

サ

ピ

ケ

ダ

カ

ク
幽

玄

ナ

ル

ス

ガ

タ

ハ

ミ

エ

ネ

バ
、

業

平

歌

ヲ

モ

我

ネ

ガ

フ
サ

マ
ナ

ラ
ネ

バ

、

サ

ヤ

ウ

ニ
思

ト

リ

テ

侍

ケ

ル

ニ
ヤ

。

基

俊

ハ
、

俊

頼

ハ
歌

ヨ

ム

ヤ

ウ

モ

シ

ラ

ヌ

モ

ノ

ト

ナ

ム

常

二
申

侍

ケ

ル
。

ソ
レ

モ

ヒ

タ

オ

モ

ム
キ

ナ

リ

。

和

歌

ノ

タ

ケ

ナ

シ
ト

思

ケ

ル

ニ
ヤ

。

顕

季

卿

ハ
、

俊

頼

ハ
読

ロ

バ
無

左

右

ト

コ
ソ

ユ
ル

シ

侍

ケ

レ
。

ウ

タ

ヨ

ミ

ト

イ

フ

ハ
、

人

ノ

ク

チ

ョ

リ
歌

ヲ

ヨ

ミ
イ

ヅ

ル

ヲ
イ

フ
也

。

俊

頼

ハ
歌

ノ

ヱ
ボ

ウ

シ

ヲ

シ

タ

ル
ナ

リ

ト

コ

ソ
感

ジ

ハ
ベ

リ

ケ

レ

。

又

俊

頼

自

云

、

我

ハ
歌

ヨ

ミ

ニ

ハ

ア

ラ
ズ

。

歌

ツ

ク

リ

ナ

リ

。

カ

ク

イ

フ

コ

・
ロ

バ
風

情

ハ

ツ
ギ

ニ
テ

、

エ

モ
イ

ハ

ヌ
詞

ド

モ

ヲ

ト

リ

ア

ツ

メ

テ
キ

リ

ク

ム

ナ

リ

ト

ゾ

申

ケ

ル

。

サ

モ
イ

ハ
レ

テ

侍

事

歟

。

此

条

ヨ
シ

ナ

シ
事

二
侍

ド

、

歌

ノ

ス
ガ

タ

ニ

ツ
キ

テ
、

其

モ

コ

・
ロ

エ
ラ

ル

ル
事

ニ
テ
侍

バ

、
事

ノ

ツ
イ

デ

ニ
注

申

也

。

(
下
略

)

冒

頭

「
コ
レ

ハ

コ

ノ
ト

コ

ロ

ニ
テ

、
コ
ゾ

ア

ヒ

シ

ヒ

ト

ノ

コ

・
ニ
モ

ナ

ク

テ
、

コ

ヨ

ヒ

エ
ア

ハ

ヌ

コ
ト

ヲ
オ

モ

ヒ

テ

、

月

モ

ア

ラ

ヌ
月

ニ
テ

ア

ル

カ

、

又

春

モ

ム
カ

シ

ノ

ハ

ル

ニ

ハ
ア

ラ

ヌ
カ

、

ワ

ガ

ミ

ヒ

ト

ツ
バ

カ

リ

ハ
モ

ト

ノ

ミ

ニ
テ

ア

(5)
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レ
ド
、
ア
ヒ
シ
ヒ
ト
モ
ナ
キ
ハ
ト

ヨ
メ
ル
ナ
リ
」
と

一
首
解
釈
を
提
示
し
て
い

て
、
注
釈
の
基
本
は
こ
れ
で
尽
く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
続
け
て
、
顕
季
と
俊

頼
と

の
業
平
歌
の
評
価
を
め
ぐ
る
応
酬
に
つ
い
て
の
顕
輔

の
有
名
な
語
り
を
披

露
し
て
い
る
。
さ
ら
に
顕
昭
は

「今
案
」
と
し
て
自
分

の
和
歌
観
を
述

べ
る
。

最
後
に

「此
条
ヨ
シ
ナ
シ
事

二
侍

ド
、
歌
ノ
ス
ガ
タ

ニ
ツ
キ
テ
、
其
モ
コ

・
ロ

エ
ラ
ル
ル
事

ニ
テ
侍
バ
、
事
ノ
ツ
イ
デ
ニ
注
申
也
」
と
、
こ
れ
も
弁
明
ら
し
き

こ
と
ば
を
付
け
加
え

て
い
る
。

一
首
解
釈
に
は
直
接

の
関
係
が
な

い
逸
話
で
あ
る
が
、
『顕
昭
古
今
集
注
』

に
は
、
こ
の
よ
う
な

一
首
解
釈
と
は

関
係
が
な
い
逸
話
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
。

特
に
俊
頼
や
良
暹
、
そ
れ
に
絡
む

六
条
家
の
祖
顕
季

・
顕
輔
、
ま
た
勝
命
ら
の

口
伝
や
逸
話
が
多

い
。
前
に
引
用

し
た

一
四
七
番
歌
注
に
も
、
良
暹
が
誤

っ
た

語
義
解
釈
に
基
づ
く
歌
を
詠
み
、
懐
円
に

「嘲
哢
」
さ
れ
た
逸
話
が
書
き
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
逸
話
を
要
求
し
ま
た
歓
迎
し
た
場

の
存

在
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
が
仁
和
寺

で
あ
れ
ば
、
仁
和
寺
と

い
う
場
の
性
格

の

一

端
を
明
か
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
逸
話

の
部
分
は

「
ヨ
シ
ナ
シ
事
」
を

「事
ノ
ツ
イ

デ

ニ
注
申
」
し
た
付
加
的
部
分
で
あ
る
。
顕
昭
の
注
釈
が
、

一
首
解
釈
を
基
本

と
し
な
が
ら
も
、
難
義
語
注
や
逸
話

の
披
露
な
ど
、
自
在
に
派
生
、
展
開
し
て

ゆ
く
特
質
を
持

っ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
む
し
ろ
、
派
生
的
、
突
出
的
展
開
部

　　
　

分
こ
そ
顕
昭
の
筆
致
は
生
き
生
き
し
て
い
る
。

冒
頭
に
確
認
し
た
顕
昭
注
釈
執
筆
の
基
本
方
針
の
ふ
た

つ
め
は
、
六
条
家
歌

学
の
継
承
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
難
義
語
注
釈
を
派
生
的
に
縦
横
に
展
開
さ
せ

る
と

い
う
形
で
実
現
し
て
い
る
。

『顕
昭
古
今
集
注
』
が
、
『教
長
古
今
集
註
』

よ
り
も
は
る
か
に
価
値
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
の
は
、
注
釈
の
基
本
で
あ
る

一

首
解
釈
よ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
、
突
出
し
た
、
難
義
語
の
注
釈
と

い
う
自
家
、

自
身

の
得
意
分
野
で
あ

っ
た
。

歌
学

の
う
ち
の
注
釈
分
野
は
、
主
と
し
て
難
義
語
の
注
釈
か
ら
始
ま

っ
た
が
、

一
方
で
古
今
集
歌
の
注
釈
が
教
長
の
注
釈
よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
の

ふ
た

つ
の
流
れ
が
、
顕
昭
注
釈
に
お
い
て
、
冒
頭
に
確
認
し
た
ふ
た

つ
の
執
筆

方
針
を
立
て
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
微
妙
な
形
で
接
合
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
が
、

『顕
昭
古
今
集
注
』

の
ひ
と

つ
の
達
成
点
で
あ
る
。

七

古
今
集
注
釈
史
の
意
義

注
釈
と
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、
何
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
か
と

ハヱ

い
う
議
論
が
あ
る
。
そ
の
中
で
有
力
な
の
は
、
和
歌
実
作
の
た
め
の
注
釈
と

い

う
説
で
、
『俊
頼
髄
脳
』
以
来
の

『和
歌
童
蒙
抄
』
『奥
義
抄
』
さ
ら
に

『袖
中

抄
』
と
続
く
難
義
語

の
注
釈
史
を
見
る
と
そ
の
結
論
は
是
認
す
べ
き

で
あ
ろ

う
。し
か
し
、
本
稿
で
は
、
古
今
集
注
釈
史
に
限

っ
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う

は
い
え
な

い
の
で
ば
な

い
か
と

い
う
こ
と
を
論
じ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

古
今
集
注
釈
史
は
、
『古
今
集
』
崇
徳
院
御
本

の
再
出
現
よ
り
本
格
的
に
始

　　
　

ま

っ
た
と

い
う

の
が
、
拙
論
で
あ
る
。
守
覚
法
親
王
が
崇
徳
院
御
本
を
所
持
す

る
と
い
う
教
長
に
古
今
集
注
釈
を
受
け
る
と
い
う
意
図
に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

記
録
さ
れ
て
い
る
。

同
二
年
正
月
十
三
日
、
於
同
庵
室
、
重
受
入
道
相
公
了
、
去
安
元
二
年
四

月
、
雖
伝
受
、
古
歌
之
為
体
、
輒
難
練
習
、
仍
度
々
遇
此
禅
門
、
伝
其
秘
、

年
来
蒙
故
院
御
諷
諌
、
異
余
人
説
而
已
。
(下
略
)

(『源
承
和
歌
口
伝
』
所
引
教
長
訓
点
本
奥
書
)

「古
歌
之
為
体
」

の

「秘
」
を

「伝
受
」
す
る
と

い
う
意
図
で
古
今
集
注
釈

の
講
義
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
ね
て
、
守
覚
は
、
顕
昭
に
対
し
、
冒

頭
で
確
認
し
た
よ
う

に
、
「件
本
」
を

「
賜
」

っ
て
、
「披
閲
」
を

「
加
」
え

(6)



注釈の方法『顕昭古今集注』注釈学の形成(下)

「邪
正
」
を

「糺
」
す
よ
う
古
今
集

注
釈
を
依
頼
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
こ
こ

ま
で
の
古
今
集
注
釈
史
は
、
崇
徳
院
御
本
を
畏
怖
し
た
守
覚
法
親
王
に
領
導
さ

れ
て
き
た
。

守
覚
が

『
古
今
集
』
注
釈
を
ふ
た
り
に
命
じ
た
問
題
意
識
は
、
同
集
歌

の

「
古
歌
之
為
体
」
を
得

て
、
「邪
正
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に

「
邪
」
と

「正
」
と
を
分
明
に
す
る
よ
う
求
め
た
の
は
、
『古
今
集
』
の
歌

々
の

「
正
」
し
い
解
釈
を
求
め
た
も

の
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。
「
正
」
し
い
解
釈
を
求

　　
　

め
る
意
味
は
、
正
説
を
求
め
る
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う
時
代
風
潮
も
あ
る
が
、

拙
論
の
文
脈
か
ら
あ
え

て
穿

っ
て

い
え
ば
、
そ
こ
に
は
崇
徳
院

の
鎮
魂
が
意
識

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
崇
徳
院
御
本
に
基
づ
き

「
邪
正
」
'を
糾
明

す
る
こ
と
が
、
歌
道
を
愛
し
学
識
も
あ
る
崇
徳
院
を
慰
撫
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な

い
か
。
両
者
の
注
釈

と
も
、
「
～
ノ
ヤ
ウ
ニ

(
ニ
ヨ
セ
テ
)
～
ト

ヨ
メ
リ
」
と
作
意
を
示
し
た

一
首
解
釈
を
基
本
と
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
守

覚

の
問
題
意
識

に
応
じ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
『古
今
集
』
か
ら
難
解
な
語
句

を
抽
出
し
て
そ
れ
ら
に
限
定
し
て
注
解
を
加
え
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
古

今
集
注
釈
史
は
読
解
の
た
め
の
注
釈
と
し
て
成
立
し
た

(も
ち
ろ
ん
、
序
注
は

別
。
古
今
集
歌
注
釈
史
に
限
定
し

て
の
謂
い
で
あ
る
)
。

　
　
　

院
政
期
歌
学
は
、
恣
意
的
、
無
限
定
的
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の

難
義
語
注
釈
を
見
れ
ば
、
そ
れ
も
首
肯

で
き
る
。
し
か
し
、
古
今
集
注
釈
は
、

『古
今
集
』

の
歌
か
ら
出
発
し
て
正
し

い
解
釈
を
求
ぬ
て
収
斂
す
る
。
無
限
に

拡
散
し
て
は

い
か
な

い
。
結
局
、

『古
今
集
』

の
歌
々
を
ど
う
読
め
ば
よ
い
の

か
と

い
う
、
素
朴
な
疑
問
か
ら
出
発
し
て
い
る
と

い
え
る
。
わ
か
ら
な
い
か
ら

「邪
正
」
を

「糺
」
す
、
正
し

い
解

釈
を
求
め
る
。
注
釈
が
行
わ
れ
る
純
粋
な

動
…機
が
、
こ
こ
で
も
認
め
ら
れ
る

こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

古
今
集
注
釈
史
は
、
そ

の
意
味

で
は
、
直
接
的
に
は
、
和
歌
表
現
史
に
は
寄

与
し
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
難
義
語
注
釈
も
、
実
作
の
た
め
の
注
釈
で
あ

っ
た

と
は
い
え
、
和
歌
表
現
の
進
展
に
ど
れ
ほ
ど
関
与
で
き
て
い
た
ろ
う
か
。
実
際

に
は
、
動
機
や
目
的
と
は
裏
腹
に
、
表
現
史

へ
の
寄
与
は
限
定
的
で
あ
る
と

い

わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

古
今
集
注
釈
史
が
表
現
史
に
意
味
を
持
ち
得
た
と
す
れ
ば
、
と
も
か
く
も
、

『古
今
集
』
歌

一
首

一
首
の
解
釈
を
、
か
な
り
の
異
説
を
残
し
な
が
ら
も
、
確

定
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
正
し
い
解
釈
を
求
め
て
注
釈
を
積
み
重

ね
、
『古
今
集
』

の
歌
と
い
え
ば
各
歌
人
共
通
の
理
解
が
あ
る
程
度
は
共
有
で

き
た

の
で
あ
る
。
証
本
の
確
立

・
本
文
の
確
定
と
相
俟

っ
て
、
『古
今
集
』
歌

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
表
現
世
界
が
確
立
し
た
と

い
え
る
。
藤
原
俊
成
ら
の

『古
今

集
』
規
範
主
義
も
、
『古
今
集
』
歌
の
正
し

い
解
釈
を
共
有
し
て
こ
そ
は
じ
め

て
成
立
す
る
の
で
は
な

い
か
。

さ
ら
に
限
定
し
て
和
歌
表
現
の
方
法
論
に
関
し
て
い
え
ば
、
『古
今
集
』
歌

に

つ
い
て
の
各
歌
人
の
理
解

の
共
有
と

『古
今
集
』
歌

の
表
現
世
界
の
確
立
は
、

新
古
今
時
代

へ
向
け
て
本
歌
取
の
方
法
を
用
意
し
た
と

い
え
る
。
本
歌
取
は
、

詠
者
の
表
現
以
前
に
、
古
歌
の
世
界

の
確
立
と
各
歌
人
共
通
の
理
解
が
絶
対
的

に
不
可
欠
で
あ
る
。
「本
歌
取
り
侍
る
や
う
は
、
(中
略
)
そ
の
歌
を
取
れ
る
よ

と
聞
ゆ
る
や
う
に
よ
み
な
す
べ
き

に
て
候
」

(『毎
月
抄
』
)
と
あ
る
よ
う
に
、

享
受
者
の
理
解
を
前
提
と
し
て
初
め
て
成
り
立

つ
。

い
ま
た
だ
ち
に
論
証
す
る

用
意
は
な
く
次

の
課
題
と
し
た
い
が
、
本
歌
取
の
方
法
は
、
古
今
集
注
釈
史
の

成
果
を
ふ
ま
え
て
成
り
立

っ
た
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

(1
)
拙
稿

「
『顕
昭
古
今
集
注
』
注
釈
学
の
形
成

(上
)
1

教
長
注
釈

披
閲
と
仁
和
寺
文
化
圏
1

」
(『文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
紀

要
』
45
号
、
平
14

・
1
)

(2
)
片
桐
洋

一

『中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
第
六
巻

(昭
62

・
6
)

(3
)
西
村
洋
子

「藤
原
教
長
論
i

『古
今
和
歌
集
註
』
の
検
証
を
中
心

(7)
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に
ー

」

(『仏
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
24
号
、
平
8

・
3
)

(
4
)
西
村
加
代
子

「
顕
昭
と
清
輔
i

学
説

の
継
承
と
対
立
を
め
ぐ

っ
て

I
l
」

(『
国
語
と
国
文
学

』
昭
52

・
7
、
『平
安
後
期
歌
学
の
研
究
』

平
9

・
9
所
収
)

(5
)
拙
稿

「
『教
長
古
今
集

註
』
注
釈

の
方
法
」

(『文
芸
論
叢
』

36
号
、

平
12

・
3
)

(6
)
山
田
洋
嗣

「中
古
歌
論

・
歌
学

の
展
開
」

(『王
朝
の
和
歌
』
和
歌
文

学
講
座
5
、
平
5

・
12
)

で
は
、
顕
昭
の
著
に

「今
案
」
が
多
く
記
さ

れ
て
い
る
点
に
関
し
て
、

「
こ
れ
は
実
は
説
、
特
に
家
の
説
、
の
継
承

と

い
う
性
格
を
持

つ
当
時

の
歌
学
の
枠
に
お
さ
ま
ら
な

い
部
分
で
あ

り
、
博
覧
強
記
と
強
靱
な
批
判
精
神
に
よ
る
学
的
厳
密
さ
と
と
も
に
顕

昭
歌
学
の
特
徴
を
な
し
て

い
る
。
歌
学
の
枠
を
顕
昭
自
身
が
し
ば
し
ば

突
き
抜
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(7
)
山
田
洋
嗣

「
「難
義
は
難
義

に
て
お
き
た
れ
ば
こ
そ
あ
れ
」
の
意
味

-

平
安
後
期
注
釈
の
問
題
と
し
て
i

」
(『福
岡
大
学
日
本
語
日
本

文
学
』
2
号
、
平
4

・
12
)
に
、
「わ
れ
わ
れ
は
読
解

の
た
め
の
注
釈

と

い
ヶ
近
代
的
な
視
点
か

ら
今
少
し
自
由

に
な
る
べ
き

で
あ
ろ
う
」
と

あ
る
。
本
稿
も
、
そ
れ
に
基
本
的
に
は
賛
同
す
る
も

の
で
あ
る
が
、

一

面
に
お
い
て
の
再
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

(8
)
拙
稿

「古
今
集
注
釈
史
の
始
発
i

崇
徳
院
御
本
を
め
ぐ

っ
て
ー

」

(
『
文

芸

研

究

』

幽
集

、

平

10

・
3

)

(
9

)

佐

藤

明

浩

「
「
か

は

や

し

ろ
」

の
論

争

を

め

ぐ

っ
て
」

(
『
名

城

大

学

人

文

紀

要

』

46
集

、

平

5

・
12

)

に
よ

る
。

(10
)
小
川
豊
生

「〈
本
文
〉
と

〈
今
案
〉
ー

院
政
期
歌
学
の
デ
ィ
ス
ク

ー

ル
ー

1

」

(
『
古

典

研

究

』

1

号

、

平

4

・
12
)

な

ど

に

代

表

的

さ

れ

る
論

調

。

本
文
は
、
『
教
長
古
今
集
註
』
は
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本

(四
ー

二

三
/
貴
/
コ
ー
)
の
紙
焼
写
真
本
に
、
『顕
昭
古
今
集
注
』
は

『日
本
歌
学
大

系
別
巻
四
』
所
収
本
に
拠

っ
た
。
他
は
、
通
行
の
活
字
本
に
拠
る
。

(8)
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